
心で支える介護 

〜職業倫理の理解と実践〜



1. 介護における職業倫理とは？



◯ 職業倫理の基本概念



•　職業倫理とは何か

職業倫理とは、介護職員が専門職として持つべき道徳的価値

観や行動指針のことです。介護現場では、利用者の尊厳や権

利を守り、心を込めてケアすることが求められます。例えば、利

用者のプライバシーを守る、敬意を持って接する、自己決定を

尊重するなど、介護職員には人間としての思いやりとプロフェ

ッショナルとしての責任が必要です。職業倫理は、介護職員が

迷った時や判断に困った時に、正しい行動を選択するための

道しるべとなります。倫理観を持つことで、質の高いケアが提

供でき、信頼される介護職員として成長できます。



•　なぜ職業倫理が重要か

職業倫理が重要なのは、利用者の安心・安全な生活を支

え、信頼関係を築くためです。介護現場では、利用者の身

体や生活に直接関わるため、小さな配慮の欠如や不適切

な対応が、大きな問題に発展することがあります。例えば、

利用者を急かす、丁寧に対応しないといった行為は、尊厳

を傷つけ、心理的負担を与える可能性があります。職業倫

理を守ることで、利用者は安心感を持ち、職員に信頼を寄

せます。また、職場の信頼性が向上し、チーム全体のケアの

質が向上します。



•　介護現場で求められる倫理観

介護職員には、思いやり、公正、誠実、責任感といった基本的

な倫理観が求められます。例えば、利用者一人ひとりの状況や

気持ちに寄り添い、偏見なく公平に対応することが必要です。

利用者の尊厳を守り、日々誠実にケアを行い、約束やルール

を守る姿勢が信頼を築きます。また、自分の行動に責任を持

ち、問題があれば報告・相談し、改善に努めることも大切です。

倫理観を高めることで、利用者に安心感を与え、職員同士の

信頼関係も強化され、良い職場環境が生まれます。



◯ 介護職員に求められる
　 倫理原則



• 尊厳の保持

介護職員にとって最も重要な倫理原則の一つが「尊厳の保持」

です。利用者は年齢や身体的な制約があっても、一人の尊重さ

れるべき人間です。尊厳を保持するためには、敬意を持った言

葉遣いや態度が欠かせません。例えば、利用者を名前で呼び、

子ども扱いしないこと、排泄や入浴の際にプライバシーを守る

ことが重要です。尊厳を尊重しないケアは、利用者の自尊心を

傷つけ、精神的苦痛を与えます。小さな配慮を積み重ねること

で、利用者が自分らしく生活できる環境を提供できます。



• 自立支援

介護の目的は、ただサポートするだけでなく、利用者が可能

な限り自立した生活を送れるよう支援することです。自立支

援は、利用者の能力を引き出し、生活の質を向上させるため

の重要な倫理原則です。例えば、食事介助では、利用者が自

分で食べられる部分は手伝わず見守る、歩行訓練では少し

ずつ自分の力で歩けるようサポートするなど、できることを奪

わない姿勢が大切です。過剰な手助けは利用者の自立心を

損ない、逆に適切なサポートは自信や達成感を生みます。



• 公平・公正なケア

介護職員は、すべての利用者に公平・公正なケアを提供しなけ

ればなりません。特定の利用者だけを優遇したり、逆に冷遇し

たりすることは倫理に反します。例えば、個人的な好みや感情

でケアの質を変えず、どの利用者にも同じレベルの支援を提

供することが求められます。また、利用者一人ひとりの背景やニ

ーズに応じた公平なサポートを心掛けることが大切です。公

平・公正なケアを行うことで、利用者同士のトラブルを防ぎ、信

頼関係を築くことができます。



2. 利用者の尊厳を守るケア



◯ 尊厳を傷つけないための心得



• 敬意を持った接し方

利用者は、年齢や身体的制限があっても一人の尊重されるべき

人間です。介護職員は、利用者に対し常に敬意を持って接する

ことが求められます。例えば、呼び捨てにせず、名前や「○○さ

ん」と敬称をつけて呼ぶ、話すときは目線を合わせて対応する、

といった基本的な配慮が重要です。また、利用者の意見や気持

ちを否定せず、受け止める姿勢も大切です。子ども扱いや上か

ら目線の態度は、利用者の自尊心を傷つけることにつながりま

す。日常の小さな敬意が、利用者の心に安心感と信頼感を生

み、質の高いケアにつながります。



• プライバシーの保護

利用者の尊厳を守るためには、プライバシーへの配慮が不

可欠です。例えば、排泄や入浴介助の際には、ドアやカーテ

ンを閉め、他者に見られないようにすることが大切です。ま

た、着替えを手伝う際も、利用者の体が不用意に見えないよ

うに注意しましょう。個人情報の取り扱いにも細心の注意が

必要で、利用者の状態や生活について無関係な人に話さな

いことが求められます。プライバシーが守られていると感じる

ことで、利用者は安心して日常生活を送ることができ、信頼

関係が深まります。



• 言葉遣いや態度

介護職員の言葉遣いや態度は、利用者の尊厳を守る上で

非常に重要です。丁寧な言葉遣いを心掛け、「〜してくださ

いね」「大丈夫ですか？」といった優しい声掛けが安心感を

与えます。反対に、命令口調やぞんざいな態度は、利用者の

心に傷をつける可能性があります。また、忙しい時でも笑顔

を忘れず、落ち着いた態度で接することが大切です。利用

者の不安や恐怖心を和らげるためには、穏やかで優しい対

応が求められます。心からの敬意と配慮が、利用者の尊厳

を守るケアにつながります。



◯ 自己決定の尊重



• 選択肢を提供する

利用者が自分の意思で選択できる環境を整えることは、尊

厳を守るために重要です。例えば、食事の内容や服装、活動

内容などを選べるように複数の選択肢を提示します。「どち

らを着たいですか？」「今日は何を食べたいですか？」と尋

ね、利用者が自分で決める機会を提供しましょう。小さな選

択でも、自分の意思で決めることで自尊心や主体性が保た

れます。選択肢を提供することは、介護職員が利用者の権利

を尊重し、自立を支援する姿勢を示す大切な行動です。



• 意思を確認する

ケアを行う際には、必ず利用者本人の意思を確認することが

重要です。例えば、入浴や移乗の前に「お風呂に入りましょう

か？」「手伝ってもいいですか？」と声をかけ、同意を得るよう

にしましょう。無断でケアを進めることは、利用者にとって不

安や恐怖を感じる原因になります。たとえ簡単な動作でも、本

人の意思を尊重することで安心感を与え、信頼関係を築くこ

とができます。意思を確認する姿勢は、利用者の「自己決定

権」を守り、尊厳を大切にするケアの基本です。



• 強制しないケア

利用者の意に反してケアを無理強いすることは、尊厳を傷つ

ける行為です。例えば、食事や入浴を拒否した場合でも、「今

はお休みしますか？」と代替案を提示し、無理に進めないこと

が大切です。拒否の理由を丁寧に聞き取り、利用者の気持ち

や状況に配慮した対応を心掛けましょう。強制されたケアは、

利用者の信頼を損ない、心理的な抵抗や不安を引き起こし

ます。利用者のペースを尊重し、安心してケアを受けられる

環境を作ることが、尊厳を守るための重要なポイントです



3. 倫理的な判断と行動



◯ 倫理的ジレンマへの対応



• ジレンマとは何か

倫理的ジレンマとは、利用者の利益と職員の判断が対立する

状況や、どちらの行動が正しいか判断に迷う場面のことで

す。例えば、認知症の利用者が「帰宅したい」と訴えた際、安

全を考えれば施設に留めるべきですが、本人の意思を尊重し

たいという気持ちもあります。こうしたジレンマは、介護現場

で頻繁に発生します。判断が難しい時は、一人で抱え込ま

ず、チームや上司に相談し、さまざまな視点から考えることが

大切です。最終的には、利用者の尊厳や権利を守ることを基

準に、最善の解決策を選びましょう。



• 解決のためのポイント

倫理的ジレンマを解決するには、冷静に状況を整理し、複
数の視点から検討することが重要です。まず、利用者の立
場に立ち、本人の意思や希望を確認します。次に、職員や
家族、専門職（看護師、ケアマネジャーなど）と連携し、チー
ムで話し合います。異なる立場や意見を尊重しながら、最
も利用者の利益を守る選択肢を見つけましょう。最終的に
決定した内容は記録し、ケアプランに反映させ、経過を観
察します。透明性を保ち、チームで協力することで、倫理的
な問題を適切に解決できます。



• 判断基準を持つ

倫理的な判断を行う際には、明確な基準が必要です。介護

職員は、法律やガイドライン、施設の倫理規定を理解し、そ

れに基づいて判断することが求められます。例えば、「介護

保険法」や「高齢者虐待防止法」は、利用者の権利を守るた

めの重要な指針です。さらに、施設の理念や倫理方針に沿っ

た行動が必要です。倫理基準に照らして考えることで、迷っ

た時にも正しい判断ができます。自分の感情や個人的な価

値観だけでなく、専門職としての責任を意識し、利用者の最

善の利益を追求しましょう。



◯ 倫理的行動の実践



• 誠実な対応

介護職員として誠実な対応を心掛けることは、信頼関係を築

くために欠かせません。誠実さとは、嘘をつかず、正直で真摯

な姿勢を保つことです。例えば、ケア中にミスをした場合、隠

さず正直に報告し、適切な対応を取ることが求められます。ま

た、利用者の話を真剣に聞き、理解しようとする態度も大切

です。信頼関係は一朝一夕には築けませんが、日々の誠実な

行動の積み重ねが、安心感と信頼を生みます。誠実に向き合

うことで、利用者も安心してケアを受けられるようになります。



• 責任感を持つ

介護職員は、自分の行動に責任を持つプロフェッショナルで

す。責任感を持つとは、自分が担当するケアや業務を最後

までしっかりと遂行し、利用者に対して責任を果たすことで

す。例えば、食事介助を途中で放棄したり、忙しさを理由に

適当な対応をしたりすることは、責任を放棄する行為です。

責任感を持って行動することで、利用者に安心感を与え、質

の高いケアが提供できます。また、問題やミスが発生した場

合には、迅速に報告し、改善策を考える姿勢が大切です。



• 問題を隠さない

介護現場では、ミスや問題が発生することは避けられませ

ん。しかし、問題を隠したり放置したりすると、さらなるトラブ

ルや重大な事故につながる可能性があります。例えば、転倒

事故が起きた際に報告を怠ると、利用者の健康や安全に影

響を及ぼします。問題が発生した時は、速やかに報告し、原

因を分析し、再発防止策を考えましょう。職員同士で情報を

共有し、チーム全体で解決することで、安心・安全な介護環境

を維持できます。問題を隠さない姿勢は、信頼と透明性を高

めます。



4. 職員同士の信頼と連携



◯ チーム内の倫理観



• 互いに尊重し合う

介護現場で質の高いケアを提供するには、職員同士が互い

に尊重し合うことが不可欠です。お互いの価値観や考え方を

認め、対等な立場で協力することで、チーム全体の連携が強

化されます。例えば、年齢や経験年数に関係なく、意見や提

案を受け入れる姿勢が大切です。職員間で不満や批判があ

ると、連携が乱れ、利用者へのケアにも悪影響が出ます。お

互いに感謝の言葉をかけ合い、思いやりのある行動を心掛け

ましょう。職員同士が尊重し合うことで、職場全体の士気が高

まり、利用者に安心感を与えるケアが実現します。



• 公正な対応

チーム内では、すべての職員に対して公平・公正な対応を心

掛けることが重要です。特定の職員だけを贔屓したり、逆に

冷遇したりすることは、職場の信頼関係を損ないます。例え

ば、業務の割り振りを偏りなく行い、業務負担が一部の職員

に集中しないよう配慮することが必要です。また、意見や提

案を評価する際も、先入観や感情に左右されず、公正に判

断しましょう。公正な対応が徹底されることで、職員同士の信

頼が深まり、協力しやすい職場環境が生まれます。



• 情報共有の徹底

利用者に対して適切なケアを提供するためには、職員間の

情報共有が欠かせません。例えば、食事介助中のむせや排

泄の状況、バイタルサインの変化など、日常の小さな変化も

共有することが大切です。申し送りや記録を丁寧に行い、次

のシフトの職員がスムーズに業務を引き継げるようにしまし

ょう。緊急時や異変があった場合は、迅速に報告し、チーム全

体で対応することが求められます。情報共有が徹底されるこ

とで、ミスや見落としが減り、質の高いケアが実現します。



◯ 職員間のコミュニケーション



• 報告・連絡・相談

職員同士の連携を高めるには、「報告・連絡・相談（ホウレン

ソウ）」が基本です。業務中に異変や問題が発生した場合は、

速やかに上司や同僚に報告しましょう。また、利用者の状態

やケアの進捗については、定期的に連絡を行うことが重要で

す。迷いや不安がある場合は、一人で抱え込まず、周囲に相

談しましょう。報告・連絡・相談が徹底されていれば、チーム

全体で迅速かつ適切な対応ができます。これにより、安心し

て業務に取り組める環境が整い、利用者へのケアの質も向

上します。



• 意見を言いやすい環境

介護現場では、職員が自由に意見を出し合える環境が大

切です。例えば、「この方法の方が利用者に合うのでは？」

「こうしたらミスが減るかも」といった意見を出しやすい雰

囲気があれば、業務改善やケアの質向上につながります。

上司や先輩職員は、後輩の意見を否定せず、肯定的に受

け止め、建設的に話し合いましょう。意見を言いやすい環境

が整っていると、チーム全体の風通しが良くなり、問題解決

がスムーズに進みます。職員同士の信頼が深まり、互いに

支え合う職場が実現します。



• 互いの成長を支援

職員同士が互いの成長を支援することも、信頼関係を築く

ために重要です。例えば、業務の中で気づいた改善点を伝

え合ったり、良いケアの実践を共有したりすることで、お互い

のスキルが向上します。定期的に勉強会や研修を開催し、

学びの場を設けることも効果的です。先輩職員は後輩に対

して丁寧に指導し、後輩は先輩の技術や知識を吸収する姿

勢を持ちましょう。職員同士が成長を支え合うことで、チーム

全体のレベルが向上し、より良いケアが提供できます。



5. 法令遵守と倫理の関係



◯ 法令遵守（コンプライアンス）



• 介護保険法や
　個人情報保護法

介護現場では、「介護保険法」や「個人情報保護法」に基づいた適切

なケアの提供が求められます。介護保険法は、利用者が公平かつ適

切に介護サービスを受けられるよう定めた法律です。例えば、不正な

請求やケアの怠慢は法律違反になります。一方、個人情報保護法

は、利用者の氏名や健康状態、日常生活に関する情報を適切に管

理するための法律です。利用者の情報を外部に漏らしたり、不用意

に話したりすることは絶対に避けなければなりません。これらの法律

を遵守することが、利用者の権利を守り、信頼される介護職員への

第一歩です。



• 虐待防止法の理解

「高齢者虐待防止法」は、高齢者が安心して生活できるよう、

虐待の防止と早期発見・対応を義務付けた法律です。身体的

虐待や心理的虐待、経済的虐待、ネグレクト（放置）など、さま

ざまな虐待が存在します。例えば、忙しいからといって排泄介

助を後回しにする、言葉で利用者を傷つける行為も虐待に当

たります。虐待は無意識のうちに行われることもあるため、職

員一人ひとりが常に自分のケアを振り返り、気づいた時にはす

ぐに改善する意識が必要です。虐待を未然に防ぐためには、職

場全体での監視体制や研修も重要です。



•　報告義務の理解

法令では、介護職員に不正や虐待を発見した際の報告義務

が定められています。例えば、同僚による不適切なケアや虐

待を目撃した場合、それを見逃さずに施設の上司や行政に

報告することが求められます。報告をためらうと、利用者の安

全が脅かされ、事態が悪化する可能性があります。報告義務

を果たすことで、不適切なケアを改善し、施設全体の信頼性

を守れます。報告がしやすい職場環境を整え、問題があれば

隠さずに共有し、迅速に対応する姿勢が大切です。



◯ 倫理と法律のバランス



•　法律を守るだけでなく、
　 心のケアも大切

法令遵守は介護職員として当然の義務ですが、同時に利用

者の心に寄り添う倫理的なケアも大切です。法律や規則だ

けにとらわれてしまうと、形式的な対応になり、利用者の気持

ちが置き去りになることがあります。例えば、決められた時間

に食事を提供することは大切ですが、利用者が食べたくな

い時には無理強いせず、本人の気持ちを尊重することが必

要です。法律に基づいたケアを行いながら、利用者の心情

や個別のニーズを考えた柔軟な対応を心掛けましょう。



•　ルールを超えた思いやり

法律や施設のルールは介護の基本ですが、それだけでは

解決できない場面もあります。例えば、利用者が不安や孤

独を感じている時、短い時間でも寄り添って話を聞くといっ

た「思いやり」が重要です。ルールに従うだけでなく、倫理観

に基づいて「利用者にとって最善は何か」を考えることが求

められます。こうした思いやりのある行動が、利用者の心の

健康を支え、信頼関係を深めます。法的な枠組みの中で、

柔軟で温かみのあるケアを提供する姿勢が大切です。



• 自分の倫理観を磨く

法律や規則を理解して守るだけでなく、介護職員自身が

日々の業務を通じて倫理観を磨くことも重要です。例えば、

自分のケアが本当に利用者の尊厳を守っているか、日々振

り返る習慣をつけましょう。困った時には、先輩や同僚、上司

に相談し、倫理的な判断について意見を交わすことが成長

につながります。また、定期的に倫理に関する研修や勉強会

に参加し、新しい知識や視点を学ぶことも大切です。自分の

倫理観を高めることで、より良いケアを提供し、信頼される

介護職員になれます。



6. まとめ
　 介護職員としての倫理観を大切に



介護職員として最も大切なのは、利用者の尊厳と権

利を守る姿勢です。利用者は年齢や身体的制限が

あっても、一人の人間として尊重される権利がありま

す。例えば、介助の際には「お手伝いさせていただき

ますね」と声を掛け、相手の意思を確認しながら行動

しましょう。排泄や入浴介助ではプライバシーをしっ

かり守ることが重要です。また、利用者の意見や選択

を尊重し、自己決定の機会を提供することで、利用者

の自尊心を保つことができます。思いやりと敬意に満

ちたケアが、信頼関係を築き、安心感を生みます。

•尊重と思いやりの心
すべての利用者に対して公平で誠実なケアを提供

することは、介護職員の基本です。個人的な好みや

感情によって対応を変えるのではなく、誰に対して

も同じレベルのケアを心掛けましょう。例えば、忙し

い時でも一人ひとりに丁寧な対応をすることで、利

用者は「大切にされている」と感じます。誠実な姿勢

で接することで、利用者からの信頼が高まり、施設

全体のサービスの質が向上します。公平で誠実な

ケアは、介護職員としての信頼性を高め、働く自信

にもつながります。

•公平で誠実なケア

◯ 利用者の尊厳と権利を守る



倫理観を大切にするには、日々の業務の中で自分

自身を振り返り、成長し続ける姿勢が必要です。例

えば、「今日のケアは利用者の尊厳を守っていただ

ろうか？」「もっと良い対応ができたのではないか？」

と振り返ることで、気づきが得られます。また、倫理に

関する勉強会や研修に参加し、新しい知識を吸収し

ましょう。専門職としての知識や技術を高めるだけで

なく、人としての成長も重要です。自己研鑽を継続す

ることで、利用者にとってより良いケアが提供できる

ようになります。

•自己研鑽の継続
職場では、介護職員一人ひとりが倫理観を持ち、チー

ムで協力し合うことが大切です。例えば、困難な状況

や倫理的ジレンマに直面した時には、一人で抱え込ま

ずにチームで話し合いましょう。多職種や同僚と意見

を交換することで、より良い解決策が見つかることが

あります。職員同士が互いを尊重し、協力し合うこと

で、利用者に対するケアの質も向上します。チーム全

体で倫理観を共有し、協力する姿勢を大切にすること

で、働きやすく、信頼される職場環境が生まれます。

•チームで協力する姿勢

◯ 日々の業務で倫理観を実践



介護職員として信頼されるためには、日々の業務で

職業倫理を守ることが重要です。例えば、利用者や

家族、職場の同僚に対して、誠実で責任感のある対

応を心掛けましょう。小さな約束を守る、正直に行動

する、問題があれば隠さず報告するなど、基本的な

行動が信頼を築きます。職業倫理を守る姿勢が、利

用者の安心感につながり、チーム全体の信頼性を

高めます。職業倫理を日常的に意識し、実践するこ

とで、利用者とその家族、そして職場から信頼され

る介護職員になれます。

•職業倫理を守る姿勢
職業倫理を基にした安心・安全なケアの提供は、介

護職員の使命です。倫理観を持ち続けることで、利

用者の心と体の安全を守ることができます。例え

ば、利用者のプライバシーを尊重し、身体的・心理

的な負担を減らす工夫をしましょう。また、緊急時や

トラブル時には、冷静に判断し、適切な対応を取る

ことが求められます。安心・安全なケアは、信頼関係

の基盤となり、利用者が安心して日常生活を送るた

めの支えになります。日々のケアの質を高め、倫理

に基づいた介護を実践しましょう。

•安心・安全なケアの提供

◯ 信頼される介護職員に



倫理観を胸に、
質の高い介護を目指そう

介護職員として大切なのは、法律や規則を守るだけでな

く、人としての思いやりや敬意を持つことです。倫理観に

基づいた行動が、利用者の尊厳を守り、安心感を与えま

す。日々のケアに誇りを持ち、チームで協力しながら質の

高い介護を提供しましょう。職業倫理を大切にする姿勢

が、信頼される介護職員への第一歩です。


